



























































いざ子ども 野蒜摘みに 蒜摘みに 我が行く道の 香ぐはし 花橘は
上枝は 鳥居枯らし 下枝は 人取り枯らし 三つ栗の 中つ枝の ほつもり
赤ら嬢子を いざささば 良らしな
数字としては「五」と「八」が目立つ。































































































































伽羅 羅国 寸聞陀羅 陽の香也。










三徳香 三才香 三道香 三教香 三戒香 三星香 三光香 三体香 三景香 三種香
三夕香 三鳥香 三友香 三香 三文字香 三乎一香 三島香 三壺香 三千年香
三種加客香




四季香 四節香 四香 四町香 四季歌合香 四季恋題合香 四季寝覚香 源氏四節香
源氏四町香 異四季香
六儀香 六国香 六歌仙香 六玉川香
八卦香 八音香 八景香
十香 蓬莱十香 無試十香 合十香 十疋立競馬香 十種香 拾玉香
十二支香
五十香 百香 千年香 千歳香 源氏千種香
数字の他に大陸の古代思想に関する内容の組香 陰陽香 法華香 仙家香
次に組香の中で陰陽五行が色濃いものを取り上げる。
「五常香」
仁、義、礼、智、信の五つの香を一組として、五組用意される。試香は無い。まず一組を打
交ぜ、順不同でき、その時の出を仁義礼智信の順に当てる。その後、残りの四組の各組の
出を一回目の五常にあてはめて同じ香りと思われる文字で答える。
下附は、一組あたれば一徳、二組は二柄、三組は三綱、四組は四行、皆あたれば五常となる。
「三道香」
儒、仏、神の三種の香りが用意され、儒、仏は試香があり、儒仏神が各三包計九包が本香で
かれる。儒が皆あたれば仁義礼智信、仏が皆あたれば大悟本来、神が皆あたれば唯一宗源、
皆あたれば成道、皆はずれは老荘、その他は雑行と下附に評価する。
「六儀香」
盤物と云われる組香で、小さな建物（作り物）が登場。風、賦、比、興、雅、頌の香りが用
意され、連衆（客）は住吉方と玉津嶋方に分かれ団体戦となる。住吉方は松の建物五本、玉
津嶋方は榊の建物五本を用いて盤上を進む。
「陰陽香」
陽の香一と三、陰の香二と四、各二包計八包用意し、陽と陰の香各一包、計二包を組みく。
陰の香がはじめに出れば妹背、陽がはじめに出れば夫婦と答える
「八卦香」
元（一）、亨（二）、利（三）、貞（四）の香が用意され、元、亨、利には試香がある。四種
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の香各一包を打交ぜ、一包を抜いて残り三包をく。易法通り三木の数を出香の奇偶数で捉
える。本香のはじめに出た三木は最下とし、上へ二炉目、三炉目の出を重ねて描いて行く。
元と利は奇数、亨と貞は偶数扱いとし連「―」と断「― ―」で表現する。そして、易卦に準
じて乾、坤、震、艮、離、坎、兌、巽から相当する八卦で答える。皆あたれば元亨利貞、二
つあたれば両儀、一つあたれば太儀と下附けに評価する。
「法華香」
仏、妙、法、蓮、華の香りが用意される。仏のみ試香が有り、仏を二包、他を各三包計十四
包を二組く。「法華二十八品は、初め十四品を迹門とし、方便を説く、これ権である。後
十四品を本門とし、微妙眞實を説く。初め十四品は小乘、後十四品は大乘妙典とする。釋尊
四十餘年の説法は、皆小乘方便を以て、傳来の教にして能令入道法、その後八年は、眞實微
妙大乘妙典を説く。本組香はこの趣に因で、初め十四包を無試にして、空より生ずる所方便
迹門とし、後試して正聞にするは、體を生じて眞實、即ち大乘妙典の意である。（『香道』）」
「一陽香」
一陽とは「一陽来復」つまり「一陽節」に由来している。「一陽来復」とは陰の気が極に達
したのち、陽の気が初めて生じることを云う。このことから冬が去り、春が来る意義にも用
いられ、転じて新年の意義や事物回復をも意味する。（『香道の作法と組香』）
この組香の特徴は、十香形式をとっていながら、一の香だけに試みがあること。
香は一、二、三、ウが用意され、本香は一、二、三が各三包、ウが一包計十包であり、一を
間違えるのを恥とし、聞き外したらその違えた答えを○で囲む。
４、左右のしきたり
雛人形の飾り方を見ると、現在は男雛は向って左、女雛は右となっているが、これは西洋風に
なったもので昔は逆であった。
陰陽では陽は左、陰は右の位置となり、向って見ればその逆、右の方が陽となる。これは昔、
天子は北を背に南に向かって座すので、太陽が昇る東が陽となり、太陽が沈む西は陰となった処
から由来する。中国では時代によって左右の上位が変わったと言われるが、日本は唐の文化を取
り入れた為、左上位となった。「天左旋地右動」の考え方も左優位である。平安京の紫宸殿では
天皇を中央に、向って右東方に左大臣、左西方に右大臣が座した。位としては左大臣が上である。
紫宸殿の南庭に植えられた左近の桜、右近の橘も同様である。
神社で神官が修祓を行う時、幣束を神官は左右左と振るが、これも左上位の表れである。
香筵では、正客が香元の右手か或いは左手に座すかは流儀によって異なるが、客を主体に考え
れば香元から見て右手が上位となり、その場合、客は左が上座となる。三息で聞いて次客に回す
が、左の鼻から先に聞く方が良いと言われる時代が有った。香炉の正面で聞いて次客には裏正面
で回す。裏正面で回された香炉を自分の方に正面を向ける時、時計と反対回りにする。裏正面に
する時は逆に時計回り、つまり正面は常に左の上座に向ける事になる。
他流儀の場合、香元の左手が正客になり、客は右が上座になる訳で、香炉は正面で回し、裏正
面で聞く、やはり三息だが、香炉の廻し方は逆となる。そして右の鼻から先に聞くと言われる事
もある。
重硯の扱い方も上から取るのか下から取るのか違いがある。流儀によって何故このように様々
に反対なのかは明確ではないが、それぞれ合理性が認められる。香道の根幹は一つである。
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現在はあまり行われていないが、香木の香りを衣服等に付ける留香は男女によって異なり、男
性は左の袖より入れ右へ出し、女性はその逆となる。
香包は祝儀袋と同様で裏への折り返しは下が上になり受ける形となる。又、折りたたんである
物は全て右側が和になり、打合せは左側となる。古文書は右とじであるのと同様である。
着物は左衽が上前となり、右利きの人に適している。漢字文化がそうであるように伝統的に和
の文化も右利きに適している。左利きは世界的に人口の約１０％と言われている。
５、伝統文化はコミュニケーションの泉
記紀を通観すると国造りや神々の事物の奥に、当時の人々の生活が垣間見え、書記では漸次国
家が形成されて海外との交流も進み、華やかな雰囲気さえも感じられた。「橘」という中国渡来
の芳しい花木に就いて数多く記され、並行して渡来する思想も文化も次第に色濃くなり、関連す
る記述が増加し、伝来の異文化が我が国の香りの文化や香道にも大きな影響を及ぼして行く過程
が目に見える様であった。
今回は取り上げなかったが『香道軌範』には更に細かく軌範が記されている。
「橘」や「梅」等の植物と、寺院で焚かれた「香」に、日本人が元来持っていた感覚が呼び覚
まされ、未知の香りを受け留め発展させたその背景には、日本の美しい四季があり、風土があっ
た事に他ならない。その自然に育まれた人々の細やかな精神、感覚があったからこそである。
中央から地方へ伝播して行った香りの文化は、その過程に於いて様々に影響され、今日に至っ
ている。「香り」だけでなく伝統というものは全て同様であり、先人から代々受け継いできたコ
ミュニケーションそのものである。
「香」に向う時、それは時間を超越し、空間をも超越する。この思い、この感覚こそが何百年、
いやもっと長い年月をかけて磨かれてきた伝統である。
しかし、伝統は守るだけではなく、社会の変化、発展と共に進化しなければならない。
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